ザ・ビューティフル　英国のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ゆいび),唯美)主義　1860〜1900
三菱一号館美術館　(東京・丸の内)　　2014.01.30〜05.06．
　「唯美主義」は、英国で「ラファエル前派」の問題作が登場した後の19世紀後半に、「ロセッティ」「レイトン」「ワッツ」「ホイッスラー」「ムーア」らが、“芸術はただ美しくあるために存在すべきだ”とする信念を唱えて、革新的な美術とデザインを生み出し“壮大なムーヴメント”になった考え方である。
　これらの作品の特徴は、理屈抜きに“ただただ美しい”と感じられることで、追求したのは形式や色彩の純粋な美しさであり、視覚的な快を与える絵である。
　とりわけ特徴的なことは、大半が装い鮮やかな美女を描いた絵画で、何故かモデルの姿は皆くつろいだ様子で静かにまどろんでいることである。
　その後、この「唯美主義」は次第に建築や工芸、デザインの分野にも広がり、空前のブームとなって、現在でも根強い人気を誇る「ウイリアム・モリス」の家具、インテリアやデザインも、このような世の流れから誕生した芸術品で、当時の人々のライフスタイルを大きく変えていったとされている。　
　アルバート・ムーアの＜真夏＞（1887年　油彩・カンヴァス：写真）は、古代ギリシャ風の装いに東洋の扇子のちぐはぐな要素が見事に調和して、一種独特の美的“雰囲気”を生み出している。中央の椅子に座った美女の寝顔は安らかであるが、マリーゴールドの花は「悲願」を示唆するモチーフである。
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